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原著

要旨
2016年度より本格的な設計を開始した本学の第 1次教学マネジメント改革は、2017年度よりその運用を開

始した。われわれは故上田國寛前学長の「エビデンスをベースにした教育を推進する」という方針のもと、教
育学における課題を情報学的な方法で解決に導く「Eduinformatics」の手法に基づき自己点検・評価と改善を
重ねてきた。本稿では、第 1次教学マネジメント改革の設計時には念頭に置いていなかった「学修成果の可視
化」への取り組みに関する 2019年度以降の本学の取り組みをとおした点検・評価と改善、つまりデータの可
視化による教学マネジメントにおけるスクラップアンドビルドを中心に述べる。そしてデータの可視化という
本学の経験を踏まえ、21世紀の大学改革における新たな取り組みの 1つとして「データ駆動型教学マネジメ
ント改革」を提唱する。

キーワード：教学マネジメント改革、データ駆動型、可視化、スクラップアンドビルド

データ駆動型教学マネジメント改革
― データの可視化がもたらすスクラップアンドビルド ―
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Abstract

The university’s f irst round of the management of teaching and learning reform, which 

designed in FY2016, began its operations in FY2017. Under the policy of the late former President 

Kunihiro Ueda to “promote evidence-based education,” we conducted a series of self-assessments, 

evaluations, and improvements based on the “Eduinformatics” method that uses informatics to 

solve problems in pedagogy. This paper focuses on the inspection, evaluation, and improvement 
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緒言

教育改革を提言する政府の組織である教育再生
実行会議（2021年 9月 17日の閣議で廃止が決定）
が 2021年 6月に発表した第 12次提言では、今後
の教育の方向として「一人一人の多様な幸せと社
会全体の幸せ『ウェルビーイング』の実現を目指
した学習者主体の教育への転換」1）を軸とし、その
実現の方策の 1つとして、「データ駆動型の教育へ
の転換」2）が示された。
データ駆動型（データドリブン）と対をなす語
として仮説駆動型（仮説ドリブン）がある。歴史
的には、仮説駆動型のアプローチが一般的な手法
（研究法）であった。これは、仮説を立て、その仮
説を証明するために実験系を計画して実行するア
プローチ方法である。これに対して、データ駆動
型のアプローチは、仮説を立てる以前に得られた
（集積された）データ（ビッグデータのことが多い）
のなかから、データマイニング手法によって何ら
かの知識を見つけ出す手法（研究法）である 3）。こ
れまで研究に関しては、仮説駆動型（仮説検証型）
研究は研究として認められるが、仮説探索型の研
究は研究ではない、つまり「仮説がないものは研
究とはいえない」とされてきた 4）。ところが、ゲ
ノムデータバンクのみならず、データマイニング、
テキストマイニング、ビッグデータ分析などを用
いた研究のほとんどは、データありきでスタート
して仮説を形成する「仮説非依存型」研究である。

仮説を起点としない研究は、研究として意味のあ
る結果が得られるという合理的根拠はなく、仮説
の検証よりも仮説の発見に重点を置く仮説探索型
の研究だともいえる。伝統的にはあまり評価され
なかった研究様式だが、これが今日、急速に進展
している 4）。
以上のことから、データありきでスタートして
仮説を形成するアプローチがデータ駆動型であり、
これを教育に還元すると、ここでは、仮説検証型
ではない教育がデータ駆動型教育といえる。しか
しこのように記すと、データ駆動型と仮説駆動型
は一見相反するものであるかのようにとらえてし
まいがちであるが、データ駆動型と仮説駆動形は
循環している 5）だけであることを十全に認識して
おくことが重要である。そうでなければ、単なる
二項対立や方法論間の信念対立 6）に陥ってしまい、
データ駆動型の真の目的は達成できなくなってし
まうであろう。
一方、「データ駆動型の教育への転換」と大いに
関連するのが、わが国における教育のデジタル・ト
ランスフォーメーション（Digital Transformation、
以下 DX）化へ向けた取り組みである。「文部科学
省におけるデジタル化推進プラン」7）では、教育方
法、教育インフラとしてのデジタル機器の活用は、
当初のアナログをデジタルに置き換えるだけの教
育ツールから、そこで収集される「教育データの
利活用」にシフトしつつある。そして、「大学・高
等専門学校においてデジタル技術を積極的に取り

from FY2019 onward regarding the university’s efforts to “visualize academic learning outcomes,” 

which were initially planned when designing the first round of reforms of the management of 

teaching and learning, i.e. , scrap and build through data visualization. Based on our university’s 

experience with data visual izat ion , we advocate “data-driven reform of the management of 

teaching and learning” as a new approach to university reform in the 21st century.

Key words: reform of the management of teaching and learning, data-driven, visualization, scrap 

and build
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入れ、『学修者本位の教育の実現』、『学びの質の向
上』に資するための取組における環境を整備し、
ポストコロナ時代の高等教育における教育手法の
具体化を図り、その成果の普及を図ることを目的」
としているのが、2021年 3月に文部科学省が公表
した「デジタルを活用した大学・高専教育高度化
プラン」8）である。これらのことから、今後の大
学における「データ駆動型の教育」とは、教育の
DX化が進むに伴い自動的に教育機関に蓄積されて
いく「教育データ」を仮説のない状態で利活用し、
教育手法の具体化を図り、その成果の普及を図っ
ていくことであるといえる。
折しも、わが国は 2012年の「大学改革実行プラ
ン」9）から始まった大学改革の真っただ中に現在も
置かれている。しかしながら、「わが国ではこれま
で、何度も大学改革、とりわけ国立大学の改革プラ
ンが打ち出されてきたにもかかわらず、いまだにそ
の成果が十分に実を結ぶには至っていない」10）と
の指摘がなされている。ここで記されている「身
内目線からの脱却」を果たし得る 1つの方法が、
「教育データ」の利活用によるデータ駆動型教育 11）

といえるであろう。
このような時代背景のなか、本学は、2015年か
ら着手した第 1次教学マネジメント改革 12）から
2021年の第 2次教育マネジメント改革 13）を経て今
日に至るまで、不断の改革を進めてきた。それを支
えるものとして、教学 IR（Institutional Research）
の整備と推進も併せて図ってきた 14）15）。そしてこの
プロセスのなかで、教育データを効果的に利活用
するための学際領域である「Eduinformatics」16）と
いう概念も独自に提唱した。「Eduinformatics」は、
教育学（education）と情報学（informatics）から
なる「Bioinformatics」を模した造語であり、教育
学により明らかにした教育上の課題を、ICT（コン
ピュータ）を利活用して情報学にもとづきその解
決を図ろうとする学問（研究）分野である。そし
てわれわれはこれまで、データマイニング、テキ
ストマイニング、ビッグデータ分析にもとづく解

析結果を改革に反映してきた 17）～19）。
本稿では、本学における「Eduinformatics」によ
る大学改革の一例を示しつつ、わが国における大
学改革のより一層の進展に資するために、「データ
駆動型教学マネジメント改革」について論考する。

学修成果の可視化を起点にした
シラバス・カリキュラムマップ改革

神戸常盤大学（以下、本学）における大学改革、
とくに教学マネジメント改革は 2015年に始まる
（以下、第 1次改革）。上田國寛学長直下、カリキュ
ラム等検証委員会を設置し、各学科に科目数の削
減、すなわちカリキュラムのスリム化を要請、そ
の結果として全学共通基盤教育分野の新設に至っ
た。本学は、このプロセスに実に 2年を要した 20）。
初年次教育を意識した第 1次改革を推進していく
なかで、全学ポリシーの刷新や、新たに「ときわ
コンピテンシー」を策定 12）するとともに、正課・
準正課・正課外活動と総合的教育プログラムを整
備し、全学共通基盤教育分野の運営を含めた新カ
リキュラムの運用を開始した 21）。
その後、2021年度をもってその完成年度を迎え

るに至ったが、教学マネジメントの確立にあたっ
ては「その成果の点検・評価を行い、教育及び学
修の質の向上に向けた不断の改善に取り組むこと
が必要」22）であることから、第 1次改革に対する
点検・評価、ならびに教育の質向上のための改善
に着手し、これを第 2次教学マネジメント改革（以
下、第 2次改革）13）として現在に至っている。
以下、このような経緯のもとに「学修成果の可
視化を起点にしたシラバス・カリキュラムマップ
改革」という観点から、【フェーズ 0】から【フェー
ズ 3】の各段階に分けて、本学が教学マネジメント
上、教育データをどのように利活用してきたかを
示す。
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1．フェーズ０：2016年～ 2017年
上述のとおり、第 1次改革では、全学ポリシー
の刷新と、新たに「ときわコンピテンシー」と、
それを支える 19の諸能力を規定した 12）（図 1）。と
きわコンピテンシーとは、本学の学生が生涯にわ
たってその獲得を目指すべき「知識」「思考力」「創
造力」「市民性」という 4つの力であり、授業科目
においては、諸能力ベースで成績評価ができるよ
うにルーブリックの導入によるシラバス改革も併
せて実行した。

4つのコンピテンシーと 19の諸能力の関係性に
ついては、当時、教学マネジメント改革を主導し
ていた教育イノベーション機構での議論を経て「厳
密に分類できるものではない」という結論に達し
たことから、「4つの力は 19の諸能力が鍛えられ複
合的に組み合わさることで強化される」こととし

た。しかしながら、このコンピテンシーと諸能力
の非一対性が、この後に取り組んだ学修成果の可
視化においての枷となった。

2．フェーズ1：2017年～ 2018年
「ときわコンピテンシー」を策定した当時（2016

～ 2017年）、まだ学修成果の可視化に関する注目度
は低かった。しかし、2018年に公表された「2040年
に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」22）

で「教育活動の見直しや社会への説明責任の観点
から、学修成果の把握・測定、可視化の重要性」
が明示されて以降、「ときわコンピテンシー」をい
かに可視化するかが、学内での新たな課題となっ
た。そこで、【フェーズ 1】では「ときわコンピテ
ンシー」の可視化に着手した。
「ときわコンピテンシー」の可視化にあたっては、

図1　ときわコンピテンシーの4つの力と19の諸能力

表1　各科目における19の諸能力の評価配分
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各科目のシラバスに明示された 19の諸能力を配分
した成績評価のためのデータを利活用することに
した（シラバスベースの学修成果の可視化）。各科
目に 19の諸能力がどの程度配分されているのかに
ついて表したものが表 1（一例として 4科目のみ示
している）である。【フェーズ 1】では新カリキュ
ラムにおいて学年進行であり、全科目のデータが
揃わなかったため、具体的な可視化法については
文献検討とそれに基づく議論に終始した。

3．フェーズ2：2018年～ 2021年
【フェーズ 2】では、2020年度に新カリキュラム
における全学科全学年のシラバスが揃ったことか
ら、それをもとに表 1を完成させ、このデータを
もとに 19の諸能力の可視化に取り組んだ。
図 2は 2020年度のシラバスをもとに、表 1に示
したような形の全科目のデータを 19の諸能力ごと
に累積した棒グラフである。結果、シラバスに記
載する諸能力は「科目担当教員が自由に設定する」
ということにしていたため、能力（項目）間に欠
損を含む多寡が生じた。とくに「3．専門性」と
「5．論理的思考力」の 2つが高くなっており、一方、
低いのは「2．常識力」「9．継続力」「17．貢献力」で

あった。これは、あくまで正課内データのみでの
可視化である。
表 2は 2020年度のシラバスをもとにした諸能力

の欠損についてである。表の縦軸に諸能力、横軸
に学科（当時はこども教育学科、医療検査学科、
看護学科の 3学科のみ）と学年を記載し、学科学
年ごとに 1つでもデータがある諸能力は空白とし、
「＊」はデータがない諸能力（欠損）を示している。
2017年度からの学年進行でこの評価を行ってきた
ため、2020年度が 1年～ 4年生の全学年が揃った
初めての年度になる。学科による特徴や、上述の
とおり能力間の多寡が生じているが、ここではそ
の事実に対する価値判断は行わず、まずは「有り
体のデータである」という事実を明らかにした。
表 3は諸能力についての因子分析の結果である。
縦軸に示した諸能力を因子１～ 10でグループ化し
たものである。図 2、表 2で示した項目間の多寡に
よる不均衡解消のために、類似項目のグルーピン
グができないかと考えて因子分析を試みたが、こ
こでは良い結果を得ることはできなかった。この
ほかにも、学生ごとの 19角形のレーダーチャート
の作成も試みたが、特定の項目の突出や欠損デー
タの存在ゆえに、図 2に示した棒グラフと同様、

図2　19の諸能力の全科目における割合の累積 23）
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表2　19の諸能力の全科目における配分 23）

表 3　19の諸能力の因子分析の結果 23）
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19の諸能力をベースとした学修成果の可視化は難
しいという結論に達した。
以上のように、19の諸能力という既存の教育デー
タに基づく可視化を試みたところ、シラバス上の諸
能力を各科目担当者が任意に選ぶことや、諸能力
の育成は課外活動（準正課・正課外）も想定して
いるため、そもそも各授業科目には該当しがたい
能力（項目）も含まれているということから、表 3

にみられるように能力（項目）間の多寡が一目瞭
然となった。これが学修成果の可視化という観点
から評価した第 1次改革における大きな課題であっ
た。
次に、シラバスベースの学修成果の可視化から
は上述の課題が抽出されたため、この課題解決の
ために新たな可視化法を模索し、カリキュラムマッ
プに示されたコンピテンシーの 4つの力と各科目
との関係性を学修成果として可視化する方法を考
案した（カリキュラムマップベースの学修成果の
可視化）。それを可能にしたのは、2020年度に改善
を施したカリキュラムマップである。改善の内容
は、各学科のディプロマポリシーをより具体化し
た「学修成果」を追加するとともに、各「学修成
果」ごとに「関連ときわコンピテンシー」を紐付

けた。これにより、関連ときわコンピテンシーの
「4つの力」と「各授業科目」との関係性を示すこ
とが可能となった。
図 3（架空の学生データにより作成）の 4つの力
の積み上げ式グラフの計算方法は、「単位数×素点
×（1÷関連するときわコンピテンシー数）」であ
る。ここでも、教員が評価する成績素点がもとに
なっているので、正課内に限定した評価であり、
準正課や正課外は含まれていない。このデータは、
学生が自分自身の位置を知るために、「最大・平均・
中央・最小」をマークし「学修の記録」として、
GPAデータとともに 2021年度卒業生に参考値と
して返却した。併せて、各学科でカリキュラム評
価の参照データとしても利活用するべく、ときわ
教育推進機構を通して啓発・周知を行った。しか
しながら、ここに至ってもなお、現実的には学生、
学科、教員が充分に利活用できるような結果には
ならなかった。本来設定したときわコンピテンシー
の修得は、正課内だけではなく準正課・正課外活
動も含めて設計しているため、正課だけでの評価
は不十分である。また、作成したグラフはあくま
でも成績の焼き直し、すなわち成績の示し方を変
更しただけで、その点においても議論の余地が残

図3　ときわコンピテンシーを用いた学修成果の可視化 14）

※架空の学生データにより作成
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る、という結論に至った。つまり、現状の設計の
ままでは【フェーズ 1】で明確となった課題を克服
することはできないということが明確となった。

4．フェーズ3：2022年～現在
【フェーズ 2】までの経緯と継続的な課題を踏ま
えて、【フェーズ 3】では、コンピテンシーの刷新
と、19の諸能力の廃止に伴うシラバス上の成績評
価法の改訂を講じた。そのうえで、ここまで試行
錯誤を続けてきた学修成果の可視化については、
評価の主体をシラバス・カリキュラムマップの表
記に基づく成績ベースの教員的視座から、学修者
である学生自身の自己評価法（自己評価ベースの
学修成果の可視化）へシフトするという判断を下
した。

データ駆動型教学マネジメント改革とは

以上、【フェーズ 0】から【フェーズ 3】までの
一連の経緯・流れをまとめて示したのが、図 4で
ある。
本学におけるここまでの一連の改革の流れを
ふり返ってみると、図 4中の左端に示すように、
「データ駆動型の合意形成」と教学マネジメント改
革であったといえる。
【フェーズ 1】では、当初想定されていなかった
ときわコンピテンシーの可視化という課題解決の

ために、すでに自動的に集積・蓄積されていた手
元のデジタルデータを利活用することで活路の兆
しを捉えること、また、一定の予想がつく状況で
あっても、データを利活用して実際に確認してみ
ることが重要であることが再確認できた。
続く【フェーズ 2】では【フェーズ 1】の課題抽
出をもとにカリキュラムマップの改善を施すとと
もに、さらなるデータ利活用を推し進め、考え得
るさまざまな手法を駆使してデータの可視化を試
みた。
【フェーズ 3】においては、このデータの可視化
（の繰り返し）により、ときわコンピテンシーの見
直しと諸能力の廃止に加えて、成績（教員的視座）
をベースとした学修成果の可視化は行わないとす
る組織的なコンセンサスを得るに至り、学修者的
視座（自己評価）ベースによる学修成果の可視化
という新たな方法を構築した。
このように、教育のデジタル化が進むなかで自
動的に集積・蓄積されたデータのマイニングから、
その後の改善のための「兆し」を発見し、教学上
の課題解決に至る手法を、本稿において「データ
駆動型教学マネジメント改革」と称する。
近年大学に求められる改革は、矢継ぎ早かつ極
めて多様化している。社会や監督省庁から次々と
新しい対応を求められるなかで、大学のマネジメ
ントの制度設計が後先になることが常態化してい
るともいえるであろう。以前に比して 1つの制度

図4　本学におけるデータ駆動型教学マネジメント改革の経過
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の時間的耐久性が低下している状況下では、予め
じっくりと目標を立てて改善策を検討していくと
いう従来型、いわゆる仮説検証型の方法論だけで
は柔軟な対応が難しい。一方、データ駆動型の方
法論は、すでにあるデータの活用を起点として制
度設計に臨むことが特徴であり、この「順序性」、
つまり制度設計はむしろ後回しで、プールされた
データのなかから解決法（の方向性）を探るとい
う「宝探し的」アプローチが、変化が求められる
時代においてはより合理的とみえる。従来は難し
かったこの手法は、現在のインフラ整備やデジタ
ル機器の進歩により、デジタルデータ（ビッグデー
タ）の集積が進むことで初めて可能となった。こ
れによって、従来は「後付け」とされうるような
手法が「順序性の転換」という新たなアプローチ
として成立しつつあるといえる。
日常的に、プールされたデータを俯瞰しておく
ことで、あるときアイデアのシーズ（ヒント）を
見出すことが可能となる。ここで得られたシーズ
から「何ができるか？」というアプローチで制度
設計につなげていくことで、よりスピーディーで
多様な制度設計につながる可能性が高まる。この
ようにデータ駆動型というのは、変化の激しい現
代型の社会に則した課題解決のための１つの方法
であり、それは現在の大学に求められる要件でも
あろう。
また、マイニングしたデータをビジュアライズ
＝可視化することは、上述のとおり、組織の合意
形成にとっても効果的であるといえるであろう。
長い議論の末に成果物を編み出すよりも、まずは
プロトタイプを形成した後にブラッシュアップと
しての議論を行う、いわゆる「デザイン思考」ア
プローチのほうが組織的合意形成はより容易にな
ると考えられる。この点においてもデータ駆動型
は親和性が高い。円滑な組織的合意形成は、教学
マネジメントにおける生産性の向上をもたらし、
改革をドライブする一助ともなるであろう。
昨今、「エビデンスベースドな教育」が求められ

るようになってきているが、制度や手法の効果検証
にデータを用いる「エビデンスベースド」と、制
度や手法の設計（のためのシーズ）に蓄えられた
データを駆使するデータ駆動は同一ではない。デー
タを効果検証に使うエビデンスベースドの手法は、
「1を 10に伸ばす」継続改善型アプローチである
が、データ駆動型は、いわゆる「０から１を産む」
宝探し型アプローチである。今後の大学教育は、
この両手法を行き来しつつ進められる必要があり、
それを背後で支える教学マネジメントにおいても、
これらの手法の相乗効果により持続可能性を有す
ることができるのではないであろうか。
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